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５月21日（木）に「若手経営者と議員との意見
交換会」を行いました。
12名の若手経営者と16名の議員が参加しました。
４グループに分かれ、有意義な意見交換を行った
あと、出た意見等をまとめ、グループの代表者
が議場で発表しました。
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副議長　　　　
伊
い

藤
とう

　弘
ひろ

幸
ゆき

　

副副  

議議  

長長  

をを  

選選  

出出 
　

６
月
定
例
会
初
日
の
12
日
に
、
氏
原

嗣
志
副
議
長
が
副
議
長
を
辞
職
し
た
こ

と
に
伴
い
、
後
任
の
副
議
長
を
決
め
る

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

副
議
長
に
伊
藤
弘
幸
議
員
を
新
た
に

選
出
し
ま
し
た
。

〔
副
議
長
選
挙
〕

　

選
挙
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

伊
藤　

弘
幸
（
公　

明　

党
）
18
票

木
村　
　

亘
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
７
票

下
本　

文
雄
（
日
本
共
産
党
）
６
票

　

常
任
委
員
会
委
員
・

　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

定
例
会
２
日
目
の
15
日
に
、
予
算
決

算
、
総
務
、
経
済
文
教
、
建
設
環
境
、

厚
生
の
各
常
任
委
員
会
委
員
（
予
算
決

算
以
外
の
常
任
委
員
会
の
名
簿
は
12
ペ

ー
ジ
）
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
議
事
の
順

序
等
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委
員
会
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
伊
藤　

弘
幸　

○
吉
永　

哲
也

　

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員

議
会
運
営
委
員
会

◎
吉
永　

哲
也　

○
大
久
保
尊
司

　

西
村　

昭
夫　
　

楠
目
慎
一
郎

　

木
村　
　

亘　
　

下
本　

文
雄

　

横
山　

公
大　
　

平
田　

文
彦

新
た
に
設
置
し
た
特
別
委
員
会
の
付
議

事
件
お
よ
び
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

消
防
広
域
化
調
査
特
別
委
員
会

⑴
消
防
広
域
化
に
係
る
法
定
協
議
会
の

設
置
に
関
す
る
件

⑵
消
防
広
域
化
に
係
る
広
域
連
合
の
設

置
に
関
す
る
件

◎
山
根　

堂
宏　

○
神
岡　

俊
輔

　

岡
田
は
る
か　
　

宮
本　

直
樹

　

楠
目
慎
一
郎　
　

大
久
保
尊
司

　

岡
﨑　
　

豊　
　

藤
川　

裕
介

　

上
田
亜
矢
子　
　

大
田　

芳
男

　

甲
木　

良
作　
　

横
山　

公
大

　

髙
橋　

裕
忠　
　

髙
木　
　

妙

　

６
月
定
例
会
（
第
５
１
３
回
）
を
６

月
12
日
か
ら
29
日
ま
で
の
18
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
市
長
が
市
税
条
例
の

一
部
改
正
議
案
な
ど
24
件
の
議
案
に
つ

い
て
提
案
理
由
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

　

続
い
て
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選

挙
を
行
い
、
副
議
長
に
伊
藤
弘
幸
議
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、
予
算
決
算
、
総
務
、
経

済
文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生
の
５
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
、
市
長
が
物
価
高
騰
対
策

に
係
る
経
費
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予

算
１
件
を
追
加
提
出
し
、
提
案
理
由
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

17
日
か
ら
22
日
ま
で
の
個
人
質
問
に

は
15
人
が
立
ち
、
財
政
、
防
災
対
策
、

健
康
福
祉
行
政
、
商
工
振
興
行
政
、
農

林
水
産
行
政
、
教
育
行
政
な
ど
に
つ
い

て
、
活
発
な
質
問
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案

　

最
終
日
に
は
、
避
難
所
用
シ
ェ
ル
タ

ー
テ
ン
ト
購
入
契
約
締
結
議
案
な
ど
25

件
の
議
案
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
ま
た

は
賛
成
多
数
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
委

員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
議
案
、
人
権
擁
護
委
員
推
薦
に

つ
い
て
の
諮
問
議
案
の
４
件
が
追
加
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
同
意

ま
た
は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案

　

意
見
書
議
案
で
は
、
住
ま
い
の
安
定

と
居
住
支
援
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る

意
見
書
議
案
な
ど
８
件
の
議
案
を
提
出

し
、
う
ち
３
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
広
域
化
調
査
特
別
委
員

会
設
置
に
関
す
る
決
議
案
を
提
出
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

人
　
事
　
議
　
案

監
査
委
員

　

神
岡　

俊
輔　
　

和
田　

勝
美

農
業
委
員
会
委
員

　

池
澤　
　

誠　
　

石
黒　

康
誠

　

植
田　

俊
博　
　

大
﨑　

恭
寿

　

大
野　
　

哲　
　

小
島　

直
未

　

加
藤　

隆
二　
　

高
橋　

康
範

　

竹
内　

佳
代　
　

中
島　

大
輔

　

中
村　

富
貴　
　

長
山　

裕
美

　

野
々
村
壽
昭　
　

古
田　

辰
雄

　

前
田　

眞
作　
　

森
田　

浩
明

　

山
本　

和
正　
　

山
脇　

天
臣

　

横
山
英
一
郎

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

見
元
奏
三
郎

人
権
擁
護
委
員

　

岡
林　

留
美　
　

谷
脇　

禎
哉

　

澤　

君
江　
　

矢
野　

須
賀

　

９
月
定
例
会
の
日
程
に
つ
い
て

　

９
月
定
例
会
の
日
程
の
め
ど
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

開
会
予
定
日
：
９
月
８
日（
火
）

　

閉
会
予
定
日
：
９
月
30
日（
水
）

　

正
式
な
日
程
は
、
８
月
下
旬
に

開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員
会
で

決
定
さ
れ
ま
す
。

②



第　242　号令和８年９月１日 高知市議会だより

　本市議会では、会派ごとに所属議員１人につき月額10万円の政務活動費を交付しており、令和７
年度の執行状況は次のとおりです。なお、収支報告書および領収書の写しなどの関係書類は、９月
１日から、議会図書室と本市議会ホームページで公開します。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。（℡ 823－9400）

会　派
項　目

自由民主党・
無 所 属 の 会

（14人→13人）
公明党

（６人）
市民クラブ
（６人）

日本共産党
（６人→５人）

参政党
（１人）

さきがけ高知
（１人） 合計

収
入

交 付 額 16,600,000 7,200,000 7,200,000 7,000,000 1,200,000 1,200,000 40,400,000  
利 息 6,281 4,903 910 3,513 883 836 17,326  

計 16,606,281  7,204,903  7,200,910  7,003,513  1,200,883  1,200,836  40,417,326  

支　
　
　
　
　
　
　
　

出

１ 調 査 研 究 費 2,184,266 887,592 1,288,948 587,042 280,150 130,700 5,358,698  
２ 研 修 費 239,972 244,160 728,045 698,455 36,175 123,960 2,070,767  
３ 要請･陳情活動費 0  0  0  0  0  0  0  
４ 会 議 費 0  0  0  0  0  0  0  
５ 資 料 作 成 費 0  0  0  0  0  0  0  
６ 資 料 購 入 費 170,300 452,739 827,038 637,868 0 126,992 2,214,937  
７ 広 報 広 聴 費 7,512,545 504,295 2,481,922 4,887,581 0 0 15,386,343  
８ 人 件 費 0  0  0  0  0  0  0  
９ 事 務 諸 費 952,509 1,033,445 968,128 762,847 0 0 3,716,929  

計 11,059,592  3,122,231  6,294,081  7,573,793  316,325  381,652  28,747,674  
政務活動費返還額 5,546,689  4,082,672  906,829  0  884,558  819,184  12,239,932  

（単位：円）
政務活動費収支報告書

令和７年度の政務活動費の執行状況をお知らせします令和７年度の政務活動費の執行状況をお知らせします

※自由民主党・無所属の会の所属議員数は、８年１月までは14人、８年２月から３月までは13人です。
※日本共産党の所属議員数は、８年１月までは６人、８年２月から３月までは５人です。

１調査研究費　市の事務および地方行財政等に関する調査研究および調査委託に要する経費
２研　修　費　研究会もしくは研修会を開催するため必要な経費または会派所属議員等が他

の団体の開催する研究会もしくは研修会に参加するために要する経費
３要請・陳情活動費　要請、陳情活動に要する経費
４会　議　費　会議に要する経費および会派所属議員等が他の団体の開催する各種会議に参

加するために要する経費
５資料作成費　資料作成に要する経費
６資料購入費　資料等の購入に要する経費
７広報広聴費　政務活動、議会活動および市の政策について住民に報告・周知するために要

する経費ならびに住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見等を
吸収するための会議および住民相談等の活動に要する経費

８人　件　費　補助職員の雇用に要する経費
９事 務 諸 費　消耗品の購入、事務機器の修理等に要する経費

支出項目の内容

※会派が行う市政の課題および市民の意思を把握し、市政に反映させる活動、その他市民福祉
　の増進を図るために必要な活動（政務活動）に要するものが対象

　 　

高
知
市
功
労
者
表
彰

　

６
月
29
日
に
、
高
知
市
功
労
者
の
表

彰
式
が
、
市
議
会
本
会
議
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
議
会
議
員
を
12
年
以
上
務

め
ら
れ
た
議
員
が
、
市
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
議
員

　
　

氏
原　

嗣
志

　　　
６
月
定
例
会
（
審
議
日
程
）

12
日　

開
会

　

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

　

副
議
長
選
挙

15
日　

常
任
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　

の
選
任

17
日　

追
加
議
案
提
案
理
由
説
明

　
　
　

個
人
質
問

　
　

横
山　

公
大
（
自
由
民
主
党･
無
所
属
の
会
）

　
　

楠
目
慎
一
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

吉
永　

哲
也
（
自
由
民
主
党･
無
所
属
の
会
）

　
　

藤
川　

裕
介
（
自
由
民
主
党･

無
所
属
の
会
）

18
日

　
　

岡
田
は
る
か
（
日
本
共
産
党
）

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

西
村　

昭
夫
（
公　

明
　

党
）

　
　

髙
橋　

裕
忠
（
自
由
民
主
党･

無
所
属
の
会
）

19
日

　
　

氏
原　

嗣
志
（
自
由
民
主
党･

無
所
属
の
会
）

　
　

猪
野　
　

恵
（
公　

明
　

党
）

　
　

神
岡　

俊
輔
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）

22
日

　
　

藤
木
真
由
美
（
日
本
共
産
党
）

　
　

伴　
　

武
澄
（
さ
き
が
け
高
知
）

　
　

上
田
亜
矢
子
（
自
由
民
主
党･

無
所
属
の
会
）

23
・
25
日　

常
任
委
員
会

25
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会

29
日　

常
任
委
員
長
報
告　

採
決　

　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採
決

　

消
防
広
域
化
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
お
よ
び
委
員
の
選
任　

閉
会

③



第　242　号 令和８年９月１日高知市議会だより

ぼ
っ
た
く
り
防
止
条
例
制
定

問

３
月
定
例
会
以
降
、
市
と
し
て

何
か
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答

県
警
本
部
に
出
向
き
直
接
相
談

を
行
っ
た
。
そ
の
後
６
月
５
日
か
ら
５

日
間
、
夜
９
時
か
ら
10
時
の
時
間
帯
に

本
市
職
員
に
よ
る
実
態
調
査
を
実
施
。

５
日
間
で
延
べ
80
人
以
上
の
客
引
き
を

確
認
。
課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

問

条
例
制
定
実
現
に
向
け
た
民
間
、

議
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

答

現
状
は
早
期
に
是
正
す
る
必
要

が
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。
制
定

に
向
け
民
間
、
議
会
と
連
携
し
県
警
や

警
察
署
と
も
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

い
じ
め
認
知
件
数
、
未
然
に
防

ぐ
啓
発
活
動
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

答

本
市
立
学
校
児
童
生
徒
千
人
当

た
り
の
認
知
件
数
は
、
昨
年
度
約
58
件
。

未
然
防
止
に
は
保
護
者
に
対
し
て
対
策

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
児
童
生
徒
に

は
相
談
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
る
。　

　

ま
た
、
法
務
相
談
委
託
事
業
に
よ
る

法
的
側
面
の
助
言
も
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
本
事
業
導
入
以
降
、
重
大
事
態
の

発
生
件
数
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

30
年
後
の
公
共
施
設
と
は

問

30
年
後
の
本
市
に
お
い
て
、
各

世
代
が
行
き
た
い
と
思
え
る
公
共
施
設

の
在
り
方
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
公
共

施
設
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
高
知
市

を
目
指
し
て
い
く
の
か
。
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
そ
の
先
に
あ
る
未
来
像

に
つ
い
て
、
市
長
に
伺
う
。

答

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

施
設
の
統
合
や
廃
止
に
よ
り
、
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ

ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で
あ
る
が
、
単
に

施
設
を
「
減
ら
す
」
こ
と
で
は
な
く
、

時
代
に
合
わ
せ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

「
変
え
る
」
「
高
め
る
」
と
い
う
前
向

き
な
視
点
か
ら
、
今
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
人
口
減

少
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、
地
域
ご
と

の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

世
代
を
超
え
て
つ
な
が
り
や
支
え
合
い

が
生
ま
れ
る
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
将
来
世
代
に
引

き
継
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
本
市
の
姿
を
描

き
な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

組
織
の
在
り
方

問

本
来
市
役
所
は「
市
民
」の「
役
」

に
立
つ
「
所
」
の
は
ず
が
、
組
織
内
融

和
を
優
先
す
る
よ
う
な
対
応
や
職
場
風

土
が
見
ら
れ
る
。
市
役
所
が
一
丸
と
な

り
、
真
に
「
市
民
の
た
め
の
組
織
」
に

な
る
に
は
何
が
必
要
か
市
長
に
聞
く
。

答

職
員
の
対
応
が
良
く
な
っ
た
と

の
声
も
増
え
、
少
し
ず
つ
組
織
改
革
が

実
を
結
ん
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
指

摘
の
事
案
が
一
つ
で
も
減
る
よ
う
、
私

自
ら
先
頭
に
立
ち
、
信
頼
さ
れ
る
組
織

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
財
政
改
革
の
推
進

問

事
務
事
業
の
見
直
し
や
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
な
ど
、
行
財

政
改
革
を
絵
に
描
い
た
餅
と
し
な
い
た

め
、
職
員
に
対
し
て
市
長
の
不
退
転
の

決
意
を
今
一
度
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

職
員
一
人
一
人
が
改
革
の
必
要

性
を
深
く
理
解
し
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
。

「
な
ぜ
改
革
が
必
要
か
」
を
私
自
身
の

言
葉
で
繰
り
返
し
語
り
、
現
場
に
も
足

を
運
び
な
が
ら
、
職
員
と
し
っ
か
り
思

い
を
共
有
し
て
、
不
退
転
の
決
意
で
改

革
を
進
め
て
い
く
。

　本市議会ホームページで、
過去１年間の本会議における
質疑および一般質問の映像を
録画で配信しています。

個人質問自由民主党・無所属の会（13人）TEL 823−9401　FAX 873−0121

公　　明　　党（６人）TEL 823−9403　FAX 871−2485

市 民 ク ラ ブ（６人）TEL 823−9402　FAX 802−3055

日 本 共 産 党（５人）TEL 823−9404　FAX 823−9558

参　　政　　党（１人）TEL 803−5063　FAX 823−9350

さ き が け 高 知 （１人）TEL 856−9587　FAX 823−9350

会派の構成と電話・FAX番号

※参政党、さきがけ高知のＦＡＸ番号は議会事務局直通です。

自由民主党
・無所属の会

横
よこ
山
やま
　公

こう
大
だい

市民クラブ

楠
くず
目
め
慎
しん
一
いち
郎
ろう

自由民主党
・無所属の会

吉
よし
永
なが
　哲

てつ
也
や
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ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

問

Ｂ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
（
プ
ロ
バ
ス

ケ
チ
ー
ム
）
設
立
に
向
け
て
、
本
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
文
化

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
に
伺
う
。

答

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
の
活

性
化
や
子
ど
も
た
ち
の
育
成
な
ど
を
視

野
に
入
れ
て
お
り
、
大
変
意
義
深
い
取

り
組
み
と
捉
え
て
い
る
。
支
援
策
と
し

て
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
地
域
活

動
推
進
事
業
費
補
助
金
を
設
け
て
お
り
、

ク
ラ
ブ
設
立
後
の
運
営
に
当
た
っ
て
は

活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

「
産
後
ケ
ア
」
の
充
実
・
拡
大

問

産
後
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
拡
充

・
充
実
し
て
い
く
お
考
え
か
、
先
日
の

視
察
に
お
い
て
現
場
の
切
実
な
声
を
直

接
把
握
さ
れ
た
桑
名
市
長
に
伺
う
。

答

産
後
ケ
ア
施
設
が
子
育
て
環
境

を
支
え
る
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
今
年
度
実
施

予
定
の
ニ
ー
ズ
・
動
向
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
ホ
テ
ル
等
の
活
用
も
含
め
た

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
得
る
受
入

態
勢
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
支
援
ニ

ー
ズ
の
高
い
家
庭
に
必
要
な
支
援
が
適

時
適
切
に
届
く
環
境
整
備
に
努
め
る
。

イ
ラ
ン
戦
争
の
影
響
か
ら
暮
ら
し
を
守

る
緊
急
の
対
策
を
市
長
に
求
め
る

問

影
響
調
査
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答

商
工
団
体
や
金
融
機
関
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、
実

態
把
握
に
努
め
、
支
援
策
の
検
討
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問

国
へ
の
支
援
を
働
き
か
け
て
は
。

答

実
効
性
の
あ
る
財
政
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

未
婚
や
子
ど
も
を
持
た
な
い
選
択
、
同

性
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
生
き
る
こ
と
な

ど
、
全
て
の
生
き
方
を
応
援
す
る
政
策

へ
の
転
換
を

問

婚
活
事
業
は
や
め
、
多
様
な
生

き
方
を
応
援
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

人
口
減
少
の
下
、
結
婚
を
望
ん

で
い
る
が
、
出
会
い
の
機
会
の
な
い
方

へ
の
支
援
も
重
要
な
施
策
と
考
え
る
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
が
利
用
で
き
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
求
め
る

問

災
害
弔
慰
金
は
支
給
対
象
と
な

る
か
。

答

対
象
と
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、

国
か
ら
具
体
的
な
財
政
措
置
や
事
務
対

応
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
情
報

収
集
に
努
め
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

人
口
減
少
と
行
政
運
営

問

人
口
減
少
が
進
む
中
、
市
民
生

活
の
基
盤
を
守
る
た
め
、
行
政
能
力
を

ど
う
維
持
す
る
の
か
。

答

行
財
政
改
革
の
視
点
が
重
要
。

コ
ス
ト
の
低
減
や
業
務
の
簡
素
化
、
効

率
化
を
図
り
、
新
た
な
経
営
資
源
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
行
政
能
力
の
維
持
・

強
化
に
つ
な
げ
る
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

市
役
所
で
の
障
が
い
者
雇
用
の
推
進

問

障
が
い
者
雇
用
を
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

答

障
が
い
の
あ
る
職
員
の
特
性
や

能
力
に
応
じ
て
合
理
的
配
慮
を
充
実
さ

せ
、
公
的
機
関
の
責
務
と
し
て
当
該
職

員
が
安
心
し
て
働
き
、
力
を
発
揮
し
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

不
登
校
と
教
育
機
会

問

不
登
校
の
子
ど
も
の
教
育
機
会

の
保
障
を
ど
う
捉
え
、
成
果
を
何
に
よ

っ
て
把
握
す
る
の
か
。

答

自
己
肯
定
感
や
成
長
の
基
盤
を

築
く
こ
と
等
が
教
育
機
会
の
保
障
。
登

校
状
況
だ
け
で
な
く
、
相
談
・
支
援
状

況
や
校
内
支
援
の
満
足
度
な
ど
を
多
面

的
に
把
握
す
る
と
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

公
共
工
事
に
お
け
る
適
正
な
対
応

問

中
東
情
勢
の
変
化
に
よ
る
影
響

を
受
け
、
公
共
工
事
発
注
の
適
正
化
に

向
け
た
国
か
ら
の
通
達
・
要
請
に
対
す

る
本
市
の
受
け
止
め
を
、
都
市
建
設
部

長
に
伺
う
。

答

国
か
ら
の
要
請
は
、
公
共
工
事

の
発
注
者
に
対
し
、
適
正
な
予
定
価
格

の
算
定
と
工
期
設
定
や
、
適
切
な
契
約

変
更
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
は
、
工
事
関
係
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
受
注
者
と
誠
実
に

協
議
を
行
い
、
受
注
者
が
安
心
し
て
公

共
工
事
に
臨
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
、
発
注
者
の
責
務
と
考
え
る
。

問

資
材
不
足
な
ど
を
想
定
し
、
本

市
の
今
後
の
対
策
へ
の
所
見
を
、
総
務

部
長
に
伺
う
。

答

引
き
続
き
本
市
の
発
注
工
事
へ

の
影
響
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

受
注
者
の
実
情
を
十
分
に
勘
案
し
、
資

材
の
調
達
状
況
に
応
じ
た
工
期
延
長
や

設
計
変
更
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
に
努
め

る
。
ま
た
、
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
用
い
た

価
格
転
嫁
に
つ
い
て
も
、
受
注
者
の
健

全
な
経
営
基
盤
の
確
保
に
配
慮
し
、
適

時
適
切
に
対
応
す
る
。

日本共産党

岡
おか
田
だ
はるか

市民クラブ

岡
おか
﨑
ざき
　豊
ゆたか

公明党

西
にし
村
むら
　昭

あき
夫
お

自由民主党
・無所属の会

藤
ふじ
川
かわ
　裕

ゆう
介
すけ

⑤
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最
高
裁
判
決
に
よ
る
生
活
保
護
費
の
追

加
給
付
、
物
価
高
騰
や
資
材
不
足
等
に

よ
り
、
市
内
事
業
者
へ
の
緊
急
支
援
策

と
し
て
融
資
制
度
の
費
用
の
増
額
補
正

等
が
審
議
さ
れ
た
。
主
た
る
個
人
質
問

は
以
下
の
と
お
り
。

問

「
市
長
と
し
て
、
財
政
再
建
に

向
け
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
姿
勢
が

見
え
な
い
」
と
市
長
に
た
だ
す
。

答

人
口
減
少
下
に
お
け
る
財
政
再

建
は
、
一
時
的
な
緊
急
対
応
で
は
な
く
、

行
財
政
運
営
に
お
け
る
長
期
的
か
つ
戦

略
的
な
改
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
す
べ
き
こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
構
造
へ
の
抜
本
的
な
転

換
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

問

小
松
の
沼
の
事
業
者
責
任
を
一

貫
し
て
言
っ
て
き
た
が
、
財
政
再
建
中

に
、
違
反
盛
り
土
対
応
策
と
し
て
計
上

し
た
補
正
予
算
１
千
２
百
万
円
の
対
応

は
い
か
に
。

答

違
反
盛
り
土
の
崩
落
に
よ
り
、

浸
水
被
害
が
発
生
す
る
の
で
は
と
の
不

安
の
声
が
あ
り
、
水
路
管
理
者
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
。
当
該

整
備
は
、
費
用
負
担
を
求
め
る
法
的
根

拠
が
な
く
、
事
業
者
に
は
請
求
し
な
い
。

防
災
対
策

本
年
３
月
末
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
た
個
別
ひ
な
ん
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
取
り

組
み
に
つ
い
て　

問

災
害
時
に
障
害
者
や
外
国
人
と

の
円
滑
な
や
り
と
り
に
寄
与
す
る
貴
重

な
ツ
ー
ル
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

所
定
の
様
式
に
よ
り
利
用
申
請
し
、
画

像
デ
ー
タ
を
受
け
取
る
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
申
請
者
数
と

さ
ら
な
る
周
知
方
法
に
つ
い
て
健
康
福

祉
部
長
に
伺
う
。

答

６
月
10
日
現
在
で
７
件
の
利
用

申
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
企

業
や
団
体
の
方
々
へ
の
広
報
に
努
め
る
。

問

本
市
の
外
国
人
労
働
者
が
増
加

傾
向
の
中
、
就
労
先
で
の
災
害
へ
の
理

解
と
避
難
に
つ
い
て
の
研
修
が
必
要
と

考
え
る
が
市
長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

答

言
葉
や
文
化
が
異
な
る
国
で
働

く
外
国
人
の
方
々
は
、
災
害
時
に
は
配

慮
や
支
援
が
必
要
と
な
る
の
で
、
地
域

で
の
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
環
境
改
善

問

本
市
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
外

壁
も
な
く
吹
き
さ
ら
し
の
状
態
で
あ
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
民
間
活
力
に

よ
る
外
壁
等
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答

タ
ワ
ー
の
外
壁
等
を
民
間
に
整

備
し
て
い
た
だ
き
、
対
価
と
し
て
企
業

名
の
表
示
を
す
る
こ
と
は
、
官
民
一
体

で
の
防
災
機
能
強
化
と
し
て
も
有
意
義

で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

消
防
の
広
域
化

問

県
の
示
す
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
案
の
ま
ま
で
は
、
市
町
村
が
適
切

な
判
断
が
で
き
な
い
の
で
は
と
危
惧
す

る
。
市
長
は
県
に
対
し
期
間
の
延
長
を

求
め
る
な
ど
提
言
は
で
き
な
い
か
。

答

県
の
案
は
非
常
に
タ
イ
ト
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
こ
の

日
程
で
議
論
を
重
ね
る
こ
と
が
前
提
だ

と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
全
市
町
村
の

合
意
形
成
等
の
見
通
し
が
立
た
な
い
と

の
判
断
に
至
っ
た
場
合
は
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
見
直
し
に
つ
い
て
県
や
他
の
市

町
村
と
協
議
し
た
い
。

困
難
女
性
等
の
支
援
に
つ
い
て

問

本
年
度
よ
り
配
置
さ
れ
た
「
困

難
女
性
等
相
談
支
援
員
」
に
よ
っ
て
支

援
の
在
り
方
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答

（
市
民
協
働
部
長
）
庁
内
関
係

各
課
の
連
携
や
情
報
共
有
の
緊
密
化
を

図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
支
援
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
か
つ
確
実
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、

お
一
人
お
一
人
に
寄
り
添
っ
た
、
よ
り

手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

孤
立
感
等
の
軽
減
や
、
困
難
な
問
題
の

早
期
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
。

移
住
政
策
に
つ
い
て

問

高
知
市
の
福
祉
・
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
の
確
か
さ
を
、
移
住
希
望
者

に
積
極
的
に
発
信
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

（
市
長
）
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
、
移
住
を
検
討
さ
れ
る
方
々
に
対

し
て
行
っ
た
実
績
等
は
な
い
が
、
移
住

を
検
討
さ
れ
る
方
々
に
も
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
街
と
し
て
の
「
高

知
市
の
魅
力
」
に
な
る
と
考
え
る
の
で
、

今
回
の
ご
提
案
を
踏
ま
え
、
移
住
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
や
相
談
会
等
を
通
じ
て
、

積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。 自由民主党

・無所属の会

髙
たか
橋
はし
　裕

ひろ
忠
ただ

自由民主党
・無所属の会

氏
うじ
原
はら
　嗣

つぐ
志
し

公明党

猪
い
野
の
　恵
めぐみ

市民クラブ

神
かみおか
岡　俊

しゅんすけ
輔

　
質
問
の
最
後
に
議
長
に
対
し
、
議
会

に
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
特
別
委
員

会
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。
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書
か
な
い
窓
口

問

「
書
か
な
い
窓
口
」
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
」
の
取
り
組
み
は
、
現
在

ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
り
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答

令
和
９
年
度
に
本
庁
の
中
央
窓

口
セ
ン
タ
ー
で
「
書
か
な
い
窓
口
」
の

運
用
開
始
を
目
指
す
。
職
員
が
来
庁
者

の
聞
き
取
り
を
基
に
申
請
書
を
作
成
し
、

来
庁
者
は
署
名
だ
け
で
手
続
き
で
き
る

形
を
進
め
る
。

　

10
年
度
以
降
は
、
関
連
手
続
き
を
１

つ
の
窓
口
で
完
結
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
へ
広
げ
る
方
針
で
あ
る
。

歯
ブ
ラ
シ
備
蓄

問

災
害
時
に
歯
み
が
き
が
で
き
な

い
状
態
は
、
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
や
災
害
関
連

死
に
つ
な
が
る
。
各
避
難
所
に
一
定
数
、

歯
ブ
ラ
シ
備
蓄
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答

前
回
の
質
問
を
受
け
、
本
市
と

県
所
管
の
福
祉
避
難
所
15
施
設
に
は
各

１
５
０
本
の
歯
ブ
ラ
シ
を
備
蓄
済
み
。

　

さ
ら
に
一
般
避
難
所
に
も
備
蓄
を
広

げ
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と

す
る
補
助
制
度
に
お
い
て
「
避
難
生
活

で
使
用
す
る
た
め
の
歯
ブ
ラ
シ
」
を
加

え
る
方
向
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

１
戸
５
千
万
円
は
高
す
ぎ
る

問

土
佐
山
高
川
地
区
の
地
域
活
性

化
住
宅
は
市
民
や
移
住
者
に
は
あ
り
が

た
い
が
高
す
ぎ
る
。
国
税
庁
に
よ
る
と

高
知
の
建
設
単
価
は
１
平
米
約
24
万
円

で
、
掛
け
合
わ
す
と
70
平
米
で
約
１
５

０
０
万
円
。
補
正
予
算
の
建
設
費
は
３

倍
以
上
。
ど
う
積
算
し
た
の
か
。
適
正

価
格
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
建
て
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

地
盤
改
良
費
等
の
個
別
条
件
の

違
い
に
よ
る
必
要
経
費
や
資
材
価
格
、

労
務
費
の
上
昇
を
適
切
に
反
映
し
、
積

算
し
て
い
る
。

外
国
人
材
拡
大
に
取
り
組
む

問

土
佐
市
は
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
を
打
ち
出
し
た
。
本
市

は
ど
う
な
の
か
。

答

地
方
で
も
人
手
不
足
の
課
題
が

あ
り
、
外
国
人
材
の
方
が
高
知
を
選
ん

で
く
れ
る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
す
る
。

本
市
で
も
姉
妹
都
市
の
ス
ラ
バ
ヤ
市
内

の
専
門
学
校
と
の
連
携
サ
ポ
ー
ト
や
高

知
龍
馬
学
園
と
連
携
し
、
市
内
企
業
と

の
現
場
レ
ベ
ル
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
外
国
人
材
の
受
け
入

れ
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
読
書
環
境
と
地
域
書
店
を
守

る
た
め
過
度
な
価
格
競
争
で
地
域
書
店

を
圧
迫
し
な
い
図
書
購
入
の
在
り
方
を

問

書
店
の
役
割
と
調
達
法
を
伺
う
。

答

地
域
書
店
は
、
読
書
環
境
を
醸

成
す
る
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
。
競
争
性
、

公
平
性
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
適
正

に
調
達
す
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
る
。

こ
ど
も
計
画
に
、
若
者
が
安
心
し
て
相

談
で
き
る
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を

問

若
者
が
迷
わ
ず
相
談
で
き
る
入

口
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

庁
内
関
係
部
署
や
学
校
、
地
域
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
若
者
の
声
を
丁

寧
に
聴
き
な
が
ら
、
相
談
窓
口
の
周
知

と
早
期
支
援
に
努
め
、
包
括
的
・
重
層

的
な
支
援
体
制
を
整
え
る
。
こ
ど
も
向

け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
窓
口
を
紹
介
す
る
。

特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
と
継
続
性
を

確
保
す
る
教
員
配
置
を

問

特
別
支
援
学
級
の
担
任
に
占
め

る
講
師
の
割
合
が
高
い
。
専
門
性
と
継

続
性
の
確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

臨
時
的
任
用
教
員
の
割
合
が
高

い
こ
と
は
事
実
。
研
修
会
や
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
し
、
経
験
豊
富
な
教
員
が

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

地
盤
沈
下
・
津
波
浸
水
で
水
没
す
る
新

県
民
体
育
館
が
防
災
力
向
上
に
寄
与
?!

問

地
下
駐
車
場
整
備
は
、
本
市
総

合
計
画
の
「
制
御
不
能
な
二
次
災
害
を

未
然
に
防
止
す
る
」
と
矛
盾
し
な
い
か
。

答

（
市
長
）
止
水
板
や
土
の
う
等

の
設
置
、
津
波
に
耐
え
る
躯
体
構
造
、

垂
直
避
難
で
き
る
ル
ー
ト
の
設
置
等
の

対
策
が
示
さ
れ
て
お
り
、
矛
盾
は
な
い
。

問

１
階
は
水
没
し
、
緊
急
避
難
場

所
は
２
階
と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
屋
上
の
想

定
だ
が
、
防
災
機
能
に
対
す
る
認
識
は
。

答

（
市
長
）
緊
急
避
難
場
所
で
な

い
現
体
育
館
を
上
回
る
計
画
と
考
え
る
。

特
別
支
援
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
児
童

生
徒
の
命
守
る
地
震
・
津
波
対
策
必
要

問

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
た
訓

練
、
備
蓄
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答

（
教
育
長
）
訓
練
は
で
き
て
お

ら
ず
、
他
校
の
事
例
に
学
ぶ
等
検
討
の

上
で
実
施
、
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

生
活
保
護
費
が
違
法
に
減
額
さ
れ
た
全

て
の
対
象
者
に
一
刻
も
早
い
給
付
を

問

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
対
策
を
聞
く
。

答

受
給
中
の
方
は
年
内
を
め
ど
に

給
付
。
申
出
が
必
要
な
廃
止
世
帯
に
は

窓
口
設
置
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

日本共産党

浜
はま
口
ぐち
佳
か
寿
ず
子
こ

日本共産党

藤
ふじ
木
き
真
ま
由
ゆ
美
み

さきがけ高知

伴
ばん
　武

たけ
澄
ずみ

自由民主党
・無所属の会

上
うえ
田
だ
亜
あ
矢
や
子
こ

⑦
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会
派
の
意
見

６
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　

６
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
と
し
て
、
社
会
福
祉
等
の
充
実
、

街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実
、
農
業
振
興
、
災
害
復

旧
な
ど
の
、
約
13
億
６
７
０
０
万
円
の

増
額
補
正
予
算
案
お
よ
び
各
議
案
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
物
価
高
騰
や
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
進
行
、
財
政
問
題
な
ど
、
本

市
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
生
活

に
真
に
必
要
な
施
策
へ
の
重
点
的
配
分

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
会
派
は
、
防
災
・
減
災
対
策
や
子

育
て
支
援
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
に
つ

い
て
は
着
実
に
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、

一
方
で
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
費
用

対
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
将
来
世
代

に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
持
続
可
能

な
財
政
運
営
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

個
人
質
問
に
は
、
６
人
が
登
壇
し
、

　

神
岡
議
員
は
質
問
の
際
、
議
長
に

「
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
の
設
置
を
求
め
、
実
現
に
至

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
消
防
の
広
域

化
に
関
し
、
詳
細
な
調
査
研
究
を
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
広
域
化

に
よ
り
本
市
の
消
防
力
の
低
下
や
過
大

な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
の
安
全
を
担
保

す
る
た
め
に
熟
議
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
標
準
授

業
時
数
の
削
減
及
び
内
容
の
精
選
を
求

め
る
意
見
書
は
、
13
対
18
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
43
年
に
標
準
授
業
時
数

を
国
が
設
定
し
て
以
来
、
時
数
と
内
容

が
過
多
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
６
時

間
授
業
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生

た
ち
に
は
過
度
な
負
担
で
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
遊
ぶ
時
間
を
、
先
生
た
ち
に

は
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
教
育
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

市
長
に
中
東
情
勢
の
影
響
か
ら
地
域
経

済
と
暮
ら
し
を
守
る
緊
急
対
策
を
要
望

　

６
月
議
会
で
は
、
生
活
保
護
基
準
引

き
下
げ
を
違
法
と
し
た
最
高
裁
判
決
を

市
役
所
の
窓
口
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

本
市
は
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営
や

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
令
和
９

年
の
本
格
運
用
を
目
指
し
、
７
月
１
日

か
ら
１
年
間
程
度
、
市
役
所
本
庁
舎
、

第
二
庁
舎
、
た
か
じ
ょ
う
庁
舎
、
総
合

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
上
下
水
道

局
本
庁
舎
の
開
庁
時
間
を
試
行
的
に
、

「
９
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で
」
75
分
間

短
縮
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
業

務
変
更
で
創
出
さ
れ
た
時
間
や
財
源
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

時
間
外
勤
務
短
縮
に
加
え
、
職
員
同
士

の
情
報
共
有
や
政
策
立
案
な
ど
公
務
能

率
向
上
に
つ
な
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
明
党
で
は
、
時
短
運
用
の
市
民
へ

の
適
切
な
周
知
に
合
わ
せ
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
さ
ら
な
る
満
足
度
向
上
の
た
め

ぼ
っ
た
く
り
防
止
条
例
の
制
定
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
、
人
口
減
少
時
代
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
戦

略
な
ど
、
市
政
の
抱
え
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応

や
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
な

ど
に
関
す
る
補
正
予
算
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
も
、
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
予
算
議

案
お
よ
び
関
係
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
生
活

扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
が
最
高
裁
に
お

い
て
違
法
の
判
断
と
な
り
、
年
内
に
も

差
額
分
の
追
加
支
給
が
さ
れ
る
こ
と
に
。

ま
さ
に
干
天
の
慈
雨
。
ま
た
、
食
料
消

費
税
率
１
％
が
審
議
中
。
市
民
生
活
安

定
に
向
け
た
こ
ち
ら
の
行
く
末
は
。 

に
ご
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
「
市
民
の

声
」
を
生
か
し
た
実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

オ
ー
テ
ピ
ア
地
下
駐
車
場

　

３
月
か
ら
使
用
停
止
に
な
っ
て
い
る
。

技
研
の
最
新
技
術
と
し
て
鳴
り
物
入
り

で
導
入
さ
れ
た
が
、
故
障
が
相
次
ぐ
。

こ
れ
以
上
修
復
に
時
間
が
か
か
る
の
な

ら
何
ら
か
の
補
償
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
。

受
け
、
約
１
万
４
８
０
０
世
帯
に
追
加

給
付
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
特
に

申
し
出
が
必
要
な
廃
止
世
帯
や
Ｄ
Ⅴ
被

害
者
な
ど
に
十
分
な
周
知
と
丁
寧
な
支

援
を
行
い
、
早
急
に
全
て
の
対
象
者
へ

の
給
付
を
求
め
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
融
資
の
保

証
料
を
拡
充
す
る
補
正
予
算
は
、
会
派

と
し
て
緊
急
要
望
し
た
中
東
情
勢
の
影

響
に
苦
し
む
事
業
者
を
支
援
す
る
事
業

で
あ
り
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
「
非
核
三
原
則
の
堅
持
」
、

「
県
民
体
育
館
再
整
備
計
画
見
直
し
、

再
検
討
」
な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。

さ
き
が
け
高
知

参
　
政
　
党

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党
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６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
な
ど
３
件
の
議
案
に
つ
い
て
、

総
務
、
経
済
文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生

の
各
分
科
会
で
質
疑
を
行
っ
た
後
、
25

日
の
全
体
会
で
討
論
・
採
決
を
行
い
、

市
第
76
号
一
般
会
計
補
正
予
算
は
賛
成

多
数
で
、
そ
の
ほ
か
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
月
の
瀬
橋
耐
震
補
強
工
事

（
そ
の
４
）
請
負
契
約
締
結
議
案
な
ど

６
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ

も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

経
済
文
教
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
東
部
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

改
修
工
事
請
負
契
約
締
結
議
案
の
審
査

を
行
い
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
宮
中
学
校
校
舎
・
屋
内
運

動
場
外
壁
改
修
工
事
請
負
契
約
締
結
に

つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

▼
特
別
委
員
会
▲

５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動

委
員
会
の
活
動

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
18
～
19
日
（
委
員
会
視
察
）

〇
香
川
県
高
松
市
＝
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

〇
兵
庫
県
姫
路
市
＝
姫
路
市
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
推
進
計
画
に
つ
い
て　
　

　
　

７
月
10
日

　

令
和
８
年
度
第
１
回
高
知
市
地
域
公

共
交
通
会
議
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　

５
月
13
～
14
日
（
委
員
会
視
察
）

〇
熊
本
県
＝
仮
設
住
宅
の
用
地
確
保
に

つ
い
て

〇
熊
本
県
益
城
町
＝
テ
ク
ノ
仮
設
住
宅
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　
　

　
　

５
月
26
日

　

高
知
市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ
い
た
災
害
対
応
訓
練

等
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

７
月
８
日

　

地
区
別
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
つ
い
て
な
ど
２
件
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

等
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
５
件
の
議
案

の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
と
25
日
に
指
定
管
理
者

の
指
定
候
補
者
選
定
に
つ
い
て
な
ど
４

件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

厚
生
委
員
会

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
北

西
に
あ
り
オ
ー
ロ
ラ
・
氷
河
・
白
夜
で

知
ら
れ
る
人
口
39
万
人
の
島
国
で
す
。

　

そ
こ
で
１
９
７
５
年
、
女
性
の
90
％

が
家
庭
や
職
場
を
離
れ
、
首
都
レ
イ
キ

ャ
ビ
ク
や
各
地
に
集
ま
り
、
社
会
の
中

で
の
女
性
の
大
事
さ
を
証
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
連

続
１
位
を
守
っ
て
い
ま
す
。
翻
っ
て
日

本
の
現
状
は
逆
行
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

（
議
会
広
報
広
聴
委
員　

岡
﨑
邦
子
）

　
　
◇
◇ 

休
　
憩
　
室 

◇
◇
　

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
避
難
所
用
シ
ェ
ル
タ
ー
テ

総
務
委
員
会

ン
ト
購
入
契
約
締
結
議
案
な
ど
10
件
の

議
案
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員

賛
成
で
可
決
ま
た
は
承
認
し
、
請
願
１

件
の
結
果
を
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
知
県
消
防
広
域
化
検
討
の

経
過
報
告
な
ど
10
件
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
薊
野
大
橋
耐
震
補
強
工
事

（
そ
の
３
）
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
13
～
14
日
（
委
員
会
視
察
）

〇
京
都
府
舞
鶴
市
＝
応
援
型
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の

実
施
に
つ
い
て

〇
兵
庫
県
川
西
市
＝
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

消
防
広
域
化
調
査
特
別
委
員
会　
　

　
　

７
月
14
日

　

第
１
回
高
知
県
消
防
広
域
化
に
関
す

る
実
務
協
議
会
等
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。　

　
第
３
回「
議
会
に
言
う
て
や
」の
報
告

　

意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意

見
等
は
、
関
連
す
る
常
任
委
員
会
ご

と
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
、
議
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
→
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議案番号 議決結果 議案番号 議決結果

◆議員提出議案　議決結果
議案番号 議決結果 議案番号 議決結果

◆請願　議決結果
議案番号 議決結果

市第 84号
高知市幼保連携型認定こども園の設
備及び運営に関する基準を定める条
例等の一部を改正する条例議案

可決(全員)

可決(全員)
高知市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例等の
一部を改正する条例議案

可決(全員)

高知市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
議案

可決(全員)

可決(全員)

可決(全員)

可決(全員)

高規格救急自動車（高知市中央消防
署西出張所）購入契約締結議案

市第 95号

市第 83号

市第 98号

市第 99号市第 85号 調停の申立て等について

可決(全員)市第 86号

市第102号

市第101号

高知市消防団員等公務災害補償条例
の一部を改正する条例議案

高知市幼保連携型認定こども園以外
の認定こども園の認定の要件を定め
る条例等の一部を改正する条例議案

市第103号
可決(全員)

市第 81号 可決(全員)
高知市税条例の一部を改正する条例
議案

可決(全員)
高知市職員の退職手当に関する条例
の一部を改正する条例議案

可決(全員)

長浜２号線道路改良工事請負契約締
結議案

可決(全員)

市第 91号
東部球場スコアボード改修工事請負
契約締結議案

可決(全員)

市第 92号
避難所用シェルターテント購入契約
締結議案

可決(全員)

市第 94号
非常備水槽付小型動力ポンプ積載車
(高知市消防団鏡分団、土佐山分団)
購入契約締結議案

◆◆令令和和８８年年第第551133回回定定例例会会　　議議決決結結果果

◆市長提出議案　議決結果

可決(多数)令和８年度高知市一般会計補正予算市第 76号

可決(全員)

可決(全員)

件　名

件　名

件　名

件　名

件　名

市第 80号

令和８年度高知市介護保険事業特別
会計補正予算

市第 77号

高知市職員等旅費条例の一部を改正
する条例議案

可決(全員)市第 79号
高知市職員特殊勤務手当に関する条
例の一部を改正する条例議案

可決(全員)

市第 82号
高知市児童福祉施設の設備及び運営
に関する基準を定める条例等の一部
を改正する条例議案

可決(全員)

市第 78号

採択(全員)
高知市ぼったくり防止条例（仮称）
の制定を求める件

請願第１号

否決(少数)
奨学金返済負担の軽減及び金利上昇
への支援強化を求める意見書議案

市議第13号

市議第15号
県民体育館再整備計画の見直し、再
検討を求める意見書議案

否決(少数)
市議第10号

住まいの安定と居住支援の抜本的強
化を求める意見書議案

可決(多数)

市議第11号
非核三原則の堅持を求める意見書議
案

否決(少数)

市第 89号
月の瀬橋耐震補強工事（その４）請
負契約締結議案

可決(全員)

同意(全員)

可決(全員)令和８年度高知市一般会計補正予算市第100号

監査委員の選任議案 同意(全員)

農業委員会委員の選任議案

市第 93号
非常備消防ポンプ自動車（高知市消
防団春野西分団）購入契約締結議案

可決(全員)

市第 90号

塵芥収集車(回転板式ワイドキャブ)
購入契約締結議案

市第 97号

塵芥収集車（回転板式標準キャブ）
購入契約締結議案

市第 96号

東部環境センター汚泥運搬車（水密
ダンプ車）購入契約締結議案

固定資産評価審査委員会委員の選任
議案

同意(全員)

市第104号
人権擁護委員推薦についての諮問議
案

異議なき旨
答申(全員)

市第 87号

承認(全員)
高知市税条例の一部を改正する条例
についての市長専決処分の承認議案

市第 88号

市議第14号
最高裁判決を重く受け止め物価高騰
に対応した実質的な生活保護費の引
上げ、改善を求める意見書議案

否決(少数)

市議第12号
次期学習指導要領に向け標準授業時
数の削減及び内容の精選を求める意
見書議案

否決(少数)

市議第16号
消防広域化調査特別委員会設置に関
する決議案

可決(多数)

市議第８号
核兵器禁止条約第１回再検討会議へ
のオブザーバー参加を求める意見書
議案

可決(多数)

市議第９号
全てのケアラーに対する包括的な支
援と法的枠組みの整備を求める意見
書議案

可決(多数)
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５
月
21
日
に
、
高
知
市
議
会
で
は
初

め
て
と
な
る
市
内
の
若
手
経
済
団
体
の

皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
名
付
け
て
「
ま
ち
の
作
戦

会
議
」
。
広
報
広
聴
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
若
手
経
営
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の

質
問
や
市
政
に
対
す
る
提
案
な
ど
、
４

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た

約
２
時
間
の
意
見
交
換
会
で
の
議
論
は
、

白
熱
そ
の
も
の
。
最
後
は
議
場
に
お
い

て
、
各
代
表
者
が
議
会
さ
な
が
ら
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
の
継

続
を
希
望
す
る
声
も
多
く
、
次
回
は
傍

聴
や
ラ
イ
ブ
配
信
で
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
届
け
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
議
会
広
報
広
聴
委
員
）

編

集

後

記

　

本
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本
会

議
お
よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体

会
の
映
像
を
生
中
継
お
よ
び
録
画
（
過

去
１
年
間
）
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

映
像
配
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

６
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は
９

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
本
庁

舎
１
階
の
情
報
公
開
・
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
、
同
３
階
の
議
会
図
書
室
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成
６
年

12
月
定
例
会
以
降
の
本
会
議
の
会
議
録

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会

議

録

の

閲

覧

　

定
例
会
の
本
会
議
お
よ
び
予
算
決
算

常
任
委
員
会
全
体
会
の
模
様
は
、
高
知

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
中
継
し
て
い
ま

す
。 議

会
中
継（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
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算
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会
全
体
会
の
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画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
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を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
、
議

会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
℡
８
２
３

−
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４
０
０
）

録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

本会議、委員会の日程を
お知らせしています　　

　市役所本庁舎の掲示板、高知市ホーム
ページで本会議、委員会の開催日程をお
知らせしています。

《高知市議会事務局の連絡先》
【電　話】８２３－９４００（直通）
【ＦＡＸ】８２３－９３５０
【メール】kc-260100@city.kochi.lg.jp
議会に対するご意見・ご要望をお寄せ
ください。
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氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

議　　長 清　水　おさむ 北本町四丁目４番14-306号 090-5273-4949 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

常任委員会 氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

総

務

委

員

会

委 員 長 岡　﨑　　　豊 朝倉己207番地13 823-9402 090-8978-8219 市 民 ク ラ ブ

副委員長 岡　田　はるか 高須三丁目１番59号　カーサ・ローズヴェール 860-7317 090-9450-9150 日 本 共 産 党

委　　員 伴　　　武　澄 西町46番地 822-7408 090-3599-0286 さきがけ高知

〃 神　岡　俊　輔 横浜新町四丁目931番地 837-5089 090-4782-1241 市 民 ク ラ ブ

〃 吉　永　哲　也 塚ノ原111番地８ 843-1161 090-8978-5031 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

〃 平　田　文　彦 種崎676番地３ 847-0012 090-9771-7489 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

〃 山　根　堂　宏 神田1732番地18 832-6015 090-4788-4010 公 明 党

〃 和　田　勝　美 土佐山梶谷632番地 090-1002-8864 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

経
済
文
教
委
員
会

委 員 長 木　村　　　亘 朝倉本町一丁目４番18-14号 828-4800 090-7781-0601 市 民 ク ラ ブ

副委員長 横　山　公　大 北本町四丁目４番７号 090-7782-0004 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

委　　員 浜　口　佳寿子 高見町382番地２ 823-9404 090-2892-2409 日 本 共 産 党

〃 楠　目　慎一郎 江陽町５番５号 855-4477 080-6034-0169 市 民 ク ラ ブ

〃 藤　川　裕　介 神田1031番地１　コンフォーザ 090-6885-6941 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

〃 髙　木　　　妙 高埇21番13号 090-4333-6350 公 明 党

〃 氏　原　嗣　志 春野町弘岡中2236番地 894-2737 090-4330-9410 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

建
設
環
境
委
員
会

委 員 長 戸　田　二　郎 南久万72番地４ 823-5050 090-2824-5588 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

副委員長 猪　野　　　恵 南万々20番地148 823-6948 090-4504-4991 公 明 党

委　　員 宮　本　直　樹 長浜4038番地３ 823-9404 090-1578-8586 日 本 共 産 党

〃 伊　藤　弘　幸 大津乙334番地６ 090-4334-4977 公 明 党

〃 長　尾　和　明 十津四丁目16番５号 090-1170-7240 市 民 ク ラ ブ

〃 野　村　栄　一 中万々34番地11 878-7095 090-5141-5035 参 政 党

〃 大　田　芳　男 瀬戸西町二丁目139番地 090-4503-6531 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

〃 竹　村　邦　夫 朝倉丁694番地１ 090-8970-3092 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

厚

生

委

員

会

委 員 長 下　本　文　雄 塚ノ原108番地65 090-4472-1517 日 本 共 産 党

副委員長 西　村　昭　夫 潮新町一丁目４番22号　ファミリーメゾン池上Ｂ棟201 090-1578-0157 公 明 党

委　　員 藤　木　真由美 比島町二丁目３番31-703号 823-9404 090-7781-8717 日 本 共 産 党

〃 大久保　尊　司 横内152番地23 090-5149-1927 公 明 党

〃 岡　﨑　邦　子 加賀野井二丁目６番３号 823-4552 090-8697-7137 市 民 ク ラ ブ

〃 上　田　亜矢子 塩田町９番16号 090-1003-0631 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

〃 甲　木　良　作 百石町三丁目11番６号 080-1851-0036 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

〃 髙　橋　裕　忠 桟橋通四丁目９番23号　弘田マンション301 050-3695-3396 自 由 民 主 党 ・
無 所 属 の 会

高　知　市　議　会　議　員　名　簿

議　長　清　水　おさむ
副議長　伊　藤　弘　幸

令和７年６月12日
就　任

令和８年６月12日（ ）
（令和８．６. 15現在）


